
廃棄物処理工学

今井 剛（循環環境工学科）

第８回：R1年11月２5日分
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http://ds.cc.yamaguchi-u.ac.jp/
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前回の宿題

• 家電リサイクル法について調べること。

• 家電リサイクル法の改善点すべき点とその理由、どの
ように改善するかについて自分の考えをまとめる。

（A4サイズのレポート用紙を使用して下さい：横書き）

提出期限：次回講義時
講義終了時に出席レポートの次に重ねて提出

注意事項：ホッチキスでとめないこと、

折り曲げないこと、すべてのページに記名のこと
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<お知らせ：12/2（月）は休講です>

12月9日の講義は2コマ

１・２限と３・４限
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講義代替（第12回目）レポート課題
• 講義資料１２の「第5章（その２）」をレポートとしてまとめよ
。

• 講義資料１２に記載の宿題も提出のこと。

（A4サイズのレポート用紙（2枚程度以上）を使用して下
さい：横書き）

提出期限：1月6日の講義時
講義終了時に出席レポートの次に重ねて提出

注意事項：ホッチキスでとめないこと、

折り曲げないこと、すべてのページに記名のこと

<お知らせ：12/23（月）は休講です> 4
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第３章

循環・適正処分の現状



1)排出量の経年変化
下図に平成14年～24年(2002年～2012年)の排出量の変化を示す。平成12年以降
継続的に減少してきた。平成24年ではごみ総排出量は4522万トン(東京ドーム140杯
分程度)であった。ここ3年間減少傾向が鈍化している。

一般廃棄物の排出量及び一人あたり排出量

63.1 廃棄物適正処分の現状
3.1.1 一般廃棄物



2)一般廃棄物の組成
可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみに分けて収集するのが一般的。

可燃ごみ：家庭系と事業系の比率、ごみの分別方法によって組成が変化。

不燃ごみ：資源ごみ収集品目、分別に影響するため一般的な組成を定めにくい。

粗大ごみ：組成の調査例はほとんどない。

粗大ごみは中間処理が困難であるため有料収集が行われるようになったり、家電リ
サイクル法があったりするので、なにかとお金がかかる。

生活系ごみと事業系ごみの排出量

7



家電リサイクル法の施行状況 （単位：千台）

家電リサイクル法

粗大ごみのほとんどが埋め立てられていたが、廃棄物の減量、資源の
有効活用のため2000年4月に施行された。

徐々に増えている
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3)一般廃棄物の処理
ほとんどが焼却処理されている。(日本の焼却技術は世界一！)

近年、焼却処分される量は減少している。

→廃棄物の処理及び清掃に関する法律
不適正処分への対応、効率的な廃棄物処理の措置

→家電リサイクル法、容器包装リサイクル法など
リサイクル率の増加
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10リサイクル率の推移



1)排出量と組成
教科書の図3.1-6(a)より、汚泥、
動物の糞尿、がれき類が増加
しているが、鉱さいが減少して
いる。
教科書の図3.1-6(b)より、廃プ
ラスチックが増加し、廃酸、廃
アルカリが減少している。
ちなみに右図の平成18年
(2006年)でも汚泥、動物の糞尿、
がれき類が相変わらず多い。
総排出量は3.81億トン（H23年
度）

2)処理施設の状況
廃棄物処理においては減量化率が44％と高く、一般廃棄物に比べて45％も
高い。また中間処理施設において、約半数が汚泥の脱水施設であり、焼却施
設よりも多い。（教科書の図3.1-8、表3.1-2）
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3.1.2 産業廃棄物

産業廃棄物の種類別排出量（H23年度）
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⚫ 水俣方式とは熊本県水俣市では１９９３年８月に「燃やすもの・
資源・粗大・埋立・有害ゴミ」の５種類２０分別収集を開始し，全
国的にも「方式」として知られ，資源多種類分別の先駆けとなっ
た．

⚫ 沼津方式とは、ごみを燃えるごみ・埋め立てごみ・資源ごみの
三種類に分別収集する方法のこと。1975年（昭和50）4月、静岡
県沼津市で初めて実施されたことからこう呼ばれる。

3.2.1 自治体による分別収集
3.2 資源物リサイクルの現状

水俣市の22種類分別品目（H19年4月現在）
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⚫ 資源物の回収方法には，住民が種類別に細かく分別する場合と，
資源物を一括して収集したのちに自治体の施設で選別する場合
がある．

3.2.2 資源物（資源ごみ）選別施設
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１） 紙の種類

紙 ６１．３（％）

新聞巻取紙 １２．２％

印刷・情報用紙 ３７．３％

包装用紙 ３．２％

衛生用紙 ５．９％

雑種紙 ２．７％

板紙 ３８．７（％）

段ボール原紙 ３０．３％

紙器用板紙 ６．０％

その他の板紙 ２．４％

紙・板 紙 生産量計 30472607 トン

日本製紙連合会 紙・板紙部 平成20年

3.2.3 古紙のリサイクル



15２） 紙の生産量と古紙回収率・利用率



16２） 紙の生産量と古紙回収率・利用率（その２）
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⚫ 紙の中には、トイレットペーパ
ーなどの回収不能なものや、書
籍のように長期間にわたって保
存されるものなどがあるため、
これ以上の回収率の上昇にも
ある程度限界があると考えられ
るが、古紙の回収率及び利用
率を更に向上させるためには、
分別回収、再生紙の利用に努
めることが必要。

⚫ なお、資源有効利用促進法に
基づき、国内で製造される紙の
古紙利用率を平成22年度まで
に62％に向上させることが目標
として定められ、達成できてい
る。



本日の宿題

• 市町村の一般廃棄物処理計画について調べる。以前
に調べた県と比較して考察をする。

（市町村は各自で決める。

以前の宿題に似ていますが、「違う」ので注意！）

（A4サイズのレポート用紙を使用して下さい：横書き）

提出期限：次回講義時
講義終了時に出席レポートの次に重ねて提出

注意事項：ホッチキスでとめないこと、

折り曲げないこと、すべてのページに記名のこと
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